
【部活動に係る活動方針】

活動方針

学校教育目標
    郷土から未来に発信できる人間の育成」をめざした中高一貫教育
　　　　○確かな理数の学力　　　○幅広い人間性　　　　○豊富な体験

（１）休養日の設定
　　　１週間の内、１日は休養日とする。休養日は、原則、土・日とする。また、平日１日の休養日を取り入れ
　　るよう努める。
（２）活動時間の設定
　　・平日は、２時間程度（朝練習を含む）とする。
　　・休業日（学期中の土・日を含む）は、特別な場合を除き、３時間程度とする。
　　・考査発表日から考査終了日前日までは活動停止とする。ただし、特段の事情が認められた場合は、１時間
　　　程度活動を行うことができるものとする。
　　　＊最終下校時刻は、４月～９月…１８時、１０月～新人大会終了･･･１７時３０分
　　　　　　　　　　　　新人大会終了～建国記念日前日･･･１７時、建国記念日～３月…１７時３０分とする。
（３）指導方法
　　　顧問は、当該部活動の経験の有無に関わらず、「効果的な指導法」の研修会等に積極的に参加するなど、
　　　指導者としての自覚を持ち、常に自らの指導力の向上に努める。
（４）体罰・不祥事等の防止
　　・体罰やセクシュアル・ハラスメント等は絶対に起こさない。
　　・活動に係る経費は、保護者の経済的負担に配慮し、保護者の理解を得る。また、その取扱いについては、
　　　細心の注意を払う。
（５）安全管理と事故防止
　　・生徒が常に安全に活動できるよう事故防止に努める。もし、事故が起きた場合は、マニュアルに従い適切
　　　に対応する。
　　・定期的に施設・設備・用具の点検・補修を行う。
　　・環境条件（気温・湿度・急激な天候の変化等）に応じた適切な指導に努める。

（１）学年や中高の校種を超えて生徒が活動を組織し展開することにより、生徒の自主性、協調性、責任感、連
　　　帯感などの育成を図る。
（２）スポーツや芸術文化に生涯親しむ能力や態度を育てるとともに、心身の健康の増進を一層図る。
（３）スポーツや芸術文化に興味と関心を持つ同好の生徒が、自発的・自主的に活動するとともに、より高い水
　　　準の技能や記録に挑戦する中で、スポーツや芸術文化の楽しさや喜びを味わい、学校生活に豊かさをもた
　　　らすようにする。

①　学校教育の一環としての部活動
（１）部活動の設置
　　・本校教育の一環として、運動部及び文化部活動を設置する。
　　・部活動の意義（ねらい）に立ち返り、保護者や地域の理解と協力のもと、生徒の自主性を尊重した部活動
　　　を実施する。
（２）部活動の方針の策定等
　　・毎年度、本活動方針を策定する。
　　・各顧問は、活動計画や活動実績を校長に提出する。
　　・校長は、上記の活動方針及び活動計画等を学校のＨＰへの掲載等により公表する。
（３）学校全体での共通理解と生徒・保護者及び地域等への周知
　　・教職員全体での共通理解や、顧問同士で意見・情報の交換を行い、指導方法の改善に努める。
　　・生徒・保護者及び地域に対して、適宜、活動方針や年間計画を周知する。

②　部活動を支える環境整備
（１）指導体制
　　　複数の顧問による多面的な指導ができるようにする。
（２）職員会議、顧問会議、保護者会、キャプテン会議
　　　各部の現状や課題を共有し、学校全体で課題解決に向けた取組が行えるようにする。

③　発達の段階に応じた望ましい指導の在り方

和歌山県立田辺中学校



部

月

三者面談

郡駅伝大会 終業式

2
学年末テスト

鍛
錬
・
準
備
期

修了式

3 卒業式

学校開放月間

1

新人駅伝大会 始業式

12

近畿駅伝大会 期末テスト

全国駅伝大会

9

郡新人大会
新
チ
ー

ム

試
合
・
調
整
期

文化祭

10

県新人大会 中間テスト

保護者会

鍛
錬
期
・
駅
伝
大
会
期

11

県駅伝大会

8

近畿総体 夏季補習

全国総体

始業式

新
チ
ー

ム

移
行
期

7

通信陸上大会

郡総体 終業式

県総体 家庭訪問・三者面談

期末テスト

5

保護者会

中間テスト

年　間　活　動　計　画

陸上 顧問 塩嵜　哲也和歌山県立田辺中学校

新入生歓迎会

【目標】

○自己記録の向上を目指す。

○自ら考えて行動できる生徒の育成。

【活動方針】

○記録、体力の向上とともに、支え合いやマナーに関す
ることなど社会性の育成を図る。

大会予定等 練習計画等 学校行事等

4

春季大会 入学式・始業式

試
合
・
調
整
期

体育祭

6

○部の目標・方針・年間計画等決定

○試合期に入り、記録の向上を目指す

◎総体に向けた記録の向上・調整

・定期的に記録会に出場しながら、総体にむけての記録の

向上、調整をする

・体調管理や身体のケアもしっかりと行う

・１年生は、基礎体力の向上とともに、幅広い種目を練習

◎新チームづくり

・新チーム目標設定（チーム・個人）

・体力づくり、基本動作の習得

・新人大会に向けての記録向上

◎駅伝大会に向けての練習を主に取り組む

○団結力の向上

・駅伝の区間メンバーであろうとなかろうと、いかにチームに

貢献できるかを考えられるようにする。

○基礎体力の向上

・走り込みやトレーニングを中心に、体力、筋力アップを図

る。

◎次年度、次の試合期に向けての準備、調整



部

月

年　間　活　動　計　画

新体操 顧問 平野　希栄子和歌山県立田辺中学校

新入生歓迎会

【目標】
○各大会でミスのない素晴らしい演技ができるように
日々努力する。
○仲間との連帯感を深め、責任感、自主性を育てる。

【活動方針】
新体操の技術の向上を目指し、各学年のチームワークは
もちろんのこと、学年をこえての礼儀・規範意識やマ
ナーなどの社会性の育成を図る。

大会予定等 練習計画等 学校行事等

4

入学式・始業式

5

6

県春季大会

（H31より予定）

7 終業式

家庭訪問・三者面談

8

近畿大会 夏季補習

全国大会

保護者会

中間テスト

期末テスト

県総合大会

体育祭

始業式

9 文化祭

10
中間テスト

保護者会

11

県秋季大会 学校開放月間

12
期末テスト

三者面談

終業式

1

始業式

2
学年末テスト

修了式

3 卒業式

○ 部の目標・方針・年間計画決定

○ １年生 → 基礎練習（柔軟・筋力）

○ ２・３年生 → 基本練習から手具を使っての

練習

◎大会を見据えた練習

・新体操に必要な基礎トレーニング

の練習

・チームワーク強化

・音楽にあわせた動きの練習

◎勝利して次のステージを目指す

・新体操に必要な基礎トレーニングの練習

・チームワーク強化

・音楽にあわせた動きの練習

◎新チームづくり

・新チーム目標設定

・新体操に必要な基礎トレーニング（柔軟性・筋力・

ジャンプ・バランス・ローテーションさらにダンスス

テップ）を中心に練習する

・体調管理

次年度に向けて部の団結・調整

○ トレーニングや走り込みを中心に体力・筋力

アップ



部

月

修了式

3 ランク別シングルス戦 卒業式

三者面談

終業式

2

黒潮カップ

学年末テスト

学校開放月間

1

支部オープン 始業式

12

期末テスト

9

紀南卓球講習会

文化祭

10

郡新人戦 中間テスト

保護者会

11

県新人戦

県総体 終業式

家庭訪問・三者面談

8

近畿総体 夏季補習

全国総体

1年生大会 始業式

体育祭

6

県大会

支部オープン

5

保護者会

中間テスト

期末テスト

7

郡総体

年　間　活　動　計　画

卓球 顧問 渡口　洋輔和歌山県立田辺中学校

新入生歓迎会

【目標】
・団体・個人とも県大会出場を目標に練習に取り組
む。
・卓球を通じて、生徒の自主性、協調性、責任感、連
帯感などの育成を図る。

【活動方針】
卓球の技術の向上を目指すとともに、規範意識やマナー
などの社会性の育成を図る。

大会予定等 練習計画等 学校行事等

4

春季大会 入学式・始業式○ 部の目標・方針・総体までの練習計画決定

○ 新入部員＝基礎体力・基礎練習

○ 上級生＝基礎体力・基本練習から試合形式の練習

○ 新入部員＝基礎体力・基礎練習

○ 上級生＝基礎体力・基本練習から試合形式の練

習

○ 新チームの部の目標・方針・計画等決定

○ 1年生＝基礎体力・基礎練習・1年生大会、新人戦に向けた

試合形式の練習

○ 上級生＝基礎体力・基本練習から新人戦に向けた試合形式

の練習。1年生の指導

○県大会に向けて、基礎練習・試合形式の練習

○春季大会に向けて、基礎練習・試合形式の練習

個人練習、ダブルス練習

○基礎体力作り



部

月

修了式

3 卒業式

三者面談

終業式

2

1年生大会

学年末テスト

学校開放月間

1

始業式

12

期末テスト

9 文化祭

10

中間テスト

郡新人大会 保護者会

11

県新人大会

郡総体 終業式

県総体 家庭訪問・三者面談

8

近畿総体 夏季補習

全国大会 始業式

体育祭

6

県選手権大会

5

保護者会

中間テスト

期末テスト

7

年　間　活　動　計　画

バスケット 顧問 生田　剛和歌山県立田辺中学校

紀南選手権大会 新入生歓迎会

【目標】
・県大会出場

【活動方針】
・自ら考え、行動できる選手の育成。
・まわりから応援してもらえるチーム作り。

大会予定等 練習計画等 学校行事等

4

入学式・始業式

○ 部の目標・方針・年間計画等決定

○ 1年生＝バスケットボールを知る

○ 2年生＝1年生の指導・基礎基本の確認・徹底

○ 1年生＝基礎・基本を知る

○ 2年生＝練習試合等を通して、大会へ向けて自分たち

に必要なものを考える

○ 大会後の反省

○ 1年生を交えた新チームとしての目標設定

○ 体力作り、基礎基本を身に付ける

○ 新人戦へ向けて試合経験を積む

○ 個人の体力・技術力の向上

○ チームディフェンスの向上

○ 大会後の反省

○ 自分たちに必要なものは何かを考える

○ 体力作り・筋力トレーニング

○ 下校時間が早くなるので、時間を上手に使う工夫

○ 1年生＝1年生大会へ向けて他の中学校と合同チー

ムを作る・合同練習

○ 春の大会へ向けてのモチベーションアップ

○ 新年度へ向けての調整



部

月

修了式

3

段審査

黒潮剣道大会 卒業式

2

級審査

学年末テスト

三者面談

終業式

11

近畿剣道大会 学校開放月間

秋季県大会（上位校のみ）

1

始業式

12

期末テスト

7

郡総体

9

県下剣道優勝大会

文化祭

10

郡新人戦 中間テスト

保護者会

8

近畿総体 夏季補習

全国大会

級審査 始業式

中間テスト

期末テスト

県大会 終業式

家庭訪問・三者面談

6

春季県大会

串本剣道大会

年　間　活　動　計　画

剣道 顧問 池村　智大

新入生歓迎会

和歌山県立田辺中学校

保護者会

【目標】
○思いやり・協調性・礼法を重んじるチームになる。

○辛いときこそ声を掛け合える環境を、自分たちで
作っていく。

【活動方針】
○緯武経文をモットーに、相手の人格を尊重し、心豊か
な人間の育成のために礼法を重んじ、安全・健康に留意
しつつ、生涯にわたる人間形成の道を見出す指導に努め
る。

大会予定等 練習計画等 学校行事等

4

市民大会 入学式・始業式

体育祭

5

○ 部の目標・方針・年間計画等決定

○ 新入部員＝基礎体力・個人技能

○ 上級生＝基礎体力・実践練習を中心に試合稽古等を反復

◎大会を見据えた練習

・気力向上 ・団体力強化

・実践練習、パターン練習、

応じ技等の活用

・体調管理 ・身体のケア

◎新チームづくり

・新チーム目標設定

・基礎体力づくり（筋

力、

柔軟性、軸作り）

・足捌き

・下半身強化

・基本打ちの錬磨

・応じ技の錬磨

・パターン練習

◎新チームでの大会

・気力向上

・培ったことを出し尽くす

・チームや流れを意識した団

体戦

○ 次年度に向けて部の団結・調整

◎基礎基本作り

・基礎体力作り

・基礎筋力作り

・基本技の修練鍛錬



部

月

年　間　活　動　計　画

サッカー 顧問 上地　信之和歌山県立田辺中学校

紀南大会 新入生歓迎会

【目標】
・日々の練習を大切にし、仲間と共に切磋琢磨しなが
ら成長できるチームを目指す。

【活動方針】
・サッカーの技術の向上はもちろん、サッカーを通して
規範意識や社会性を養う。

大会予定等 練習計画等 学校行事等

4

春季大会 入学式・始業式

体育祭

6

5

保護者会

市民大会 中間テスト

期末テスト

7 郡総体 終業式

家庭訪問・三者面談

8

夏期合宿 夏季補習

始業式

9 文化祭

10

中間テスト

郡新人戦 保護者会

11

学校開放月間

市民大会

1

新春大会 始業式

12

期末テスト

南和歌山研修会

三者面談

終業式

2
学年末テスト

修了式

3 卒業式

○ 部の目標・方針・総体までの練習計画決定

○ １年生 → 基礎体力・基礎練習

○ ２・３年生 → 基本練習から試合形式の練習

○ 新チームの部の目標・方針・計画等決定

○ 基礎練習の徹底！(個人・チーム)

○ 1年生 → 基礎体力・基礎練習、新人戦に向けた

試合形式の練習

○ 2年生 → 基礎体力・基本練習から新人戦に向けた

試合形式の練習。1年生の指導

◎次年度、次の試合期に向けての準備、調整

◎総体に向けて、平日は基礎練習や試合を想定した

トレーニング

◎新人戦後の振り返り（個人・チーム）

◎次の大会へ向けた目標設定（個人・チーム）

◎基礎体力作り（ランニング・筋力トレーニングなど）

◎基礎トレーニングの徹底



部

月

修了式

3 卒業式

三者面談

終業式

2

町長議長杯

学年末テスト

学校開放月間

1

始業式

12

県インドア大会 期末テスト

9 文化祭

10

郡新人戦 中間テスト

保護者会

11

県新人戦

県総体 終業式

家庭訪問・三者面談

8

研修大会 夏季補習

始業式

体育祭

6

県春季大会

5

保護者会

中間テスト

期末テスト

7

郡総体

年　間　活　動　計　画

ソフトテニス 顧問 坂田　直彦

鹿島杯

和歌山県立田辺中学校

新入生歓迎会

【目標】
基礎体力の向上させ、仲間とともに練習に励み、互い
に技術を向上させる。
群大会を勝ち抜き、上の大会のへの出場する。

【活動方針】
部活動を通して、健やかな体をつくり、互いに高めあう
心を育む。

大会予定等 練習計画等 学校行事等

4

郡春季大会 入学式・始業式

○ 部の目標・方針・総体までの練習計画決定

○ １年生の基礎体力作り・競技のルールや審判の仕方

を覚える

○ ２，３年生の基礎体力作り・基本練習・試合形式の練習

○ 新チームの部の目標・方針・計画等決定

○ １年生の基礎体力・基礎練習・研修大会、新人戦に向けた

試合形式の練習

○ ２年生の基礎体力・基本練習・研修大会、新人戦に向けた

試合形式の練習。1年生の指導

○県大会に向けて、基礎練習・試合形式の練習

○春季大会に向けて、基礎体力作り・基礎練習

・試合形式の練習



部

月

3

卒業式

2
学年末テスト

1

期末テスト

12

9

部誌『檜』発行 文化祭

10 中間テスト

11

8

体育祭

6

5 中間テスト

期末テスト

7

年　間　活　動　計　画

文芸 顧問 土谷　浩美和歌山県立田辺中学校

【目標】
・自分の考えていることやストーリーを、個性を失わ
ず言語化し、表現できるようになる。

【活動方針】
・毎年、文化祭で部誌『檜』を発行する。
そこへ載せるための小説、詩、俳句、イラスト等を年間
通して作成していく。

大会予定等 練習計画等 学校行事等

4

始業式・入学式

○ 本を読んだり、絵を描いて表現活動をする。

○ 部誌のテーマを決める。

○ 文化祭に向けて執筆を始める。

○ 部誌『檜』の編集、製本に向けて自分で原稿を作り、

各々で誤字誤植等がないかの確認をする。

○ 部誌に載せる小説等の順番を考える。

○ 部誌の印刷、製本作業を行う。

○ 本を読んだり、絵を描いて表現活動をする。



部

月

年　間　活　動　計　画

英会話 顧問 雜賀裕美　早川隆志和歌山県立田辺中学校

【目標】
英語を用いたコミュニケーションを楽しむ

【活動方針】
自主的に活動に取り組む

大会予定等 練習計画等 学校行事等

4

始業式・入学式

体育祭

6

5 中間テスト

期末テスト

7

8

9 文化祭

10 中間テスト

11

1

期末テスト

12

2
学年末テスト

3

卒業式

○年間目標、活動計画、役割分担決定

○ボードゲーム、カードゲームなど

○FLTとの会話

○文化祭に向けての取り組み

○海外ドラマ、映画などの視聴

○ボードゲーム、カードゲームなど

○FLTとの会話

○１年のまとめ

○次年度へ向けて



部

月

年　間　活　動　計　画

合唱 顧問 西　千明和歌山県立田辺中学校

遠足

【目標】
前活動を通して、歌うことの総合的なスキルを高め
る。

【活動方針】
高校生や中学生の仲間と協力して主体的に活動する。

コンクールに向け、全員でより良い発表が出来るよう、
互いに高め合う。

大会予定等 練習計画等 学校行事等

4

入学式・始業式

6

県合唱祭

スポーツテスト

5

中間考査

体育祭

期末考査

7

（独唱・独奏コンクール） ＨＲ対抗球技大会

終業式

三者面談

8

全国総合文化祭 夏季補習

県コンクール 1年防災スクール

NHKコンクール 始業式

9

関西コンクール

文化祭

10

県総合文化祭 中間考査

11

防災避難訓練

1

始業式

学校説明会

12

クリスマスコーラスコンサート 期末考査

センター試験

３年学年末考査

終業式

2

２年研修旅行

1･2年学年末考査

終業式

3

卒業式

○クラブ結成（部の方針・目標・年間行事予定の確認）

○各種コンクールに向けての練習

○新入生歓迎コンサート

○県合唱祭へ出演

○コンクールへ向けての練習

○紀の国わかやま総文へ向けての練習と準備

○夏期合宿

○各種コンクールへ向けての練習

○全国総文（高知大会）に向けての練習と準備

○各種コンクールへ出演

○全国総文（高知大会）に出演

○紀の国わかやま国体に向けての練習と準備

○文化祭に出演

○県総合文化祭に向けての準備

○新役員への移行準備

○第６２回クリスマスコーラスコンサートに向けての

練習と準備

○第６２回クリスマスコーラスコンサートを主催

○自己の技術向上のための基礎練習

○合唱研修会

○紀の国わかやま総に向けての練習と準備



部

月

3
準
備
期

学年末考査

卒業式

2

第
二
制
作
期

1

12

期末考査

書き初め会

9
文化祭 文化祭

10

中間考査

11

期末考査

8
JA書道展

第
一
制
作
期

体育祭

6 硬筆・毛筆検定

5 中間考査

7

年　間　活　動　計　画

書道 顧問 森　理加子和歌山県立田辺中学校

【目標】
○作品の制作を通して書道に親しむ。
○制作活動を通して表現のスキルを高める。
○鑑賞活動により知識・理解を深める。

【活動方針】
○文化祭や書道展へ積極的に参加する。
○高校生の制作活動から表現のスキルを学ぶ。

大会予定等 練習計画等 学校行事等

4 準
備
期

始業式・入学式

○部の目標/方針/年間計画の決定

○自己の制作課題決定

○硬筆・毛筆検定準備

○秋の展覧会に向けて作品制作

※月・水・金の放課後に活動（約1～1.5時間）

※夏期休業中は１０日程度午前中に活動

○次期作品の制作

○制作した作品を展覧会へ出品

○次期作品制作に向けての準備

○次年度への準備



部

月

年　間　活　動　計　画

美術 顧問 保富 仁之和歌山県立田辺中学校

【目標】
○作品の制作を通して美術に親しむ。
○制作活動を通して表現のスキルを高める。
○鑑賞活動により知識・理解を深める。

【活動方針】
○制作課題を自ら決定し、主体的な表現活動を行う。
○文化祭や美術展へ積極的に参加する。
○高校生の制作活動から表現のスキルを学ぶ。

大会予定等 練習計画等 学校行事等

4 準
備
期

始業式・入学式

体育祭

6

5
第
一
制
作
期

中間考査

7

期末考査

8

9

ジュニア県展

郡図工美術展

文化祭 文化祭

10

中間考査

県図工美術展

11

1

第
二
制
作
期

12

期末考査

2

3
準
備
期

学年末考査

卒業式

○部の目標/方針/年間計画の決定

○自己の制作課題決定

○秋の展覧会に向けて作品制作

※月・水・金の放課後に活動（約1～1.5時間）

※夏期休業中は週3回午前中に活動

○次期作品の制作

○制作した作品を展覧会へ出品

○次期作品制作に向けての準備

○新役員体制の決定

○次年度への準備



部

月

修了式

3 卒業式

三者面談

終業式

2

シンポジウム等

学年末テスト

学校開放月間

1

シンポジウム等 始業式

ため池水抜き

12

ため池水抜き 期末テスト

シンポジウム等

9

ため池水抜き

文化祭

10

ため池水抜き 中間テスト

南紀生物秋の観察会 保護者会

11

終業式

家庭訪問・三者面談

8

南紀生物夏の観察会 夏季補習

始業式

体育祭

6

5

南紀生物春の観察会 保護者会

中間テスト

期末テスト

7

年　間　活　動　計　画

生物 顧問 宇井　大晃和歌山県立田辺中学校

新入生歓迎会

【目標】
生物の観察や飼育実験することによりデータを収集す
る技能を身につけ、得られた結果から自然の法則を見
いだす力をつける。

【活動方針】
気になった物事を観察・実験を通して追究する。
生物多様性保全に関する活動を行う。

大会予定等 練習計画等 学校行事等

4

入学式・始業式

○役割分担

○鳥ノ巣半島における外来生物駆除（罠等）

〇鳥ノ巣半島生物相調査（春）

○鳥ノ巣半島における生物多様性保全事業成果報告

〇鳥ノ巣半島における外来生物駆除（罠等）

〇個人研究計画発表

○鳥ノ巣半島における外来生物駆除（罠等）

○個人研究開始

〇鳥ノ巣半島生物相調査（夏）

〇データ解析

○鳥ノ巣半島における外来生物駆除（水抜き）

○個人研究結果解析

〇鳥ノ巣半島生物相調査（秋）

〇データ解析

○鳥ノ巣半島における外来生物駆除（水抜き）

○個人研究結果発表

〇シンポジウム等で発表

○鳥ノ巣半島における外来生物駆除（事後モニタリン

グ）

○論文紹介

〇鳥ノ巣半島生物相調査（冬）

〇鳥ノ巣半島における生物多様性保全事業成果報告

〇鳥ノ巣半島生物相データ解析・まとめ



部

月

修了式

3 卒業式

1

県アンサンブルコンテスト 始業式

2
学年末テスト

11

中庭コンサート 学校開放月間

オータムコンサート

12
アンサンブルコンテスト 期末テスト

三者面談

終業式

始業式

9 文化祭 文化祭

吹奏楽祭

10
中間テスト

学校説明会 保護者会

保護者会

中間テスト

期末テスト

体育祭

6

7 終業式

家庭訪問・三者面談

8

県吹奏楽コンサート 夏季補習

年　間　活　動　計　画

吹奏楽 顧問
和田　充可
阿部　葉月

中庭コンサート

和歌山県立田辺中学校

新入生歓迎会

【目標】
　楽器演奏を通じて楽器の技術面の向上だけなく、自
ら演奏する楽しさを実感し、聴いてもらう側にも感動
を与えられるバンドを目指す。

【活動方針】
　活動を通じ自ら考え行動する共に、部員同士のコミュ
ニケーションを活発に行うことで演奏などの情報の共有
を図り、技術面だけでなく「集団での個」を意識し指導
を行う。また演奏会などを通じて自己有用感の醸成を行
いクラブ以外でも活躍できるよう指導する。

大会予定等 練習計画等 学校行事等

4

入学式・始業式

5

○ 基礎養成期：部の目標・方針・年間計画決定

○ １年生: パート決定・基礎力の養成

○ ２・３年生：1年生の指導を通して学期や演奏へ

の理解を深める。コンクール曲の準備

○ 充実期：各種演奏会を通じて演奏する楽し

さを実感し自己有用感を醸成する。

○1～3年：学年に関係なく曲中の演奏上の役割

を自覚し、自らの役割を責任を持って果たすこ

とで、クラブ活動のみならず様々な点でプラス

となることを目標に取り組む。

○ 新チーム結成

・3年生が抜け、1/2年生が自ら考えマネージメ

ント出来るようにサポートする。

・4月に入ると、新入生が入り先輩として楽器

の指導をしていくことを想定し技術の向上に努

める。

次年度に向けて部の団結・調整

○ 発展期：コンクール曲を通して実力を伸ばす。

○ １年生： 上級生のサポートを受け基礎を充実さ

せつつ、自己管理できるようにする。

○ 2・3年：一つの曲を通じて、技術的・音楽的によ

り深い解釈が出来るように自ら考え、全体で共有で



部

月

3

〇実戦練習 卒業式

〇年度末の反省 終業式

2

〇実戦練習

〇実戦練習

1

〇実戦練習 始業式

12

〇実戦練習 終業式

9

〇文化祭の運営　他校の生徒との対局 文化祭

〇文化祭の反省

10

〇高校生との対局を通して技術力の向上

〇実戦練習

11

終業式

8

〇文化祭に向けて準備

始業式

6

〇インターネット等を利用して技術力向上

〇文化祭に向けて準備

5

〇高校生との対局を通して技術力の向上　

〇大会に向けて実戦練習

7

〇文化祭に向けて準備

年　間　活　動　計　画

囲碁・将棋 顧問 平井伸幸

〇ルールの確認 始業式

和歌山県立田辺中学校

〇高校生との対局を通して技術力の向上　

【目標】実戦練習を通して将棋の楽しさを学ぶ 【活動方針】いろいろな相手と将棋を指すことで、交流
を深める。

大会予定等 練習計画等 学校行事等

4

〇目標設定 入学式


